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日本統治下台湾の初等国語教科書における
台湾人向け教材について
－－ 1937－1945 年の教材を中心に－－
陳 虹
１．はじめに－－日本統治下台湾の「国語（日本語）」教科書について
日本が台湾で施した五十年間の植民地教育の主軸となっていたのは「国語教育」、即ち日本語教育
であった。1898（明治 31）年に台湾人生徒が通う公学校（1941 年以降国民学校）が設立され、公学
校用の国語教科書も 1901（明治 34）年から台湾総督府によって編纂されるようになり、1945（昭和
20）年まで表 1に記されているように全五期の国語教科書が出版された。
期 數 巻（初版年） 使用期間 教科書名 巻 數
第一期 明治34年（1901） 1901－1914 台湾教科用書国民読本 巻 1－12
第二期 大正2年（1913） 1913－1926 公学校用国民読本 巻 1－12
第三期 大正12年（1923） 1923－1941 公学校用国語読本（第一種） 巻 1－12
第四期 昭和12年（1937） 1937－1943 公学校用国語読本 巻 1－12
第五期 昭和17年（1942） 1942－1945 コクゴ・初等科国語 巻 1－4・巻 1－8
表 1 台湾に於ける公学校と国民学校国語教科書
日本人教育官僚や国語学者によって作られた台湾の国語教科書のうち、最初の第一期教科書は統治
初期の現状に合わせて対訳式の編纂法を取っていた。第二期からは日本語の習得効果を上げるために
台湾の土語（ 南方言）を授業から排除する傾向が現れ、国定本を意識するようになり、編集の概念
や改訂の時期なども国定本に合わせるようになった。1937 年以降は国定本と同じように挿絵や表紙
が色刷となり、漢字総数、仮名使い、字体、発音、標点記号などの技術上の事項も国定本と同様、或
はそれに近い編纂基準を取るようになった。しかし、国定本をそのまま台湾の初等教育機関で使用す
ることはなかった。
当時、もう一つの日本の植民地である朝鮮では、朝鮮総督府定第四期国語教科書（1939－1941）
の第一、二、三学年用読本は総督府が編修したものだが、第四学年からは国定第四期の国語教科書を
そのまま朝鮮で用いるようになった。李淑子の分析によれば、その理由は「三・一運動」など激しい
抵抗事件後、朝鮮総督府が朝鮮で取った高圧的な統治方針にあり、朝鮮での国語普及率がほかの植民
地や占領地より優れていることを示しているのではなかった1。
朝鮮の状況とは反対に、台湾の国語教科書を中心に分析を行った中田敏夫の研究結果によれば、台
湾での国語教科書編纂と教材選択では、最初の第一期、第二期だけでなく、第四期、第五期になって
も、終始台湾の「独自性」が保たれていた2。このような特徴が朝鮮の国語教科書との最も大きな相
違点であることは中田の指摘のとおりである3。しかし、台湾の国語教科書が持つ「独自性」とは何
か？独自性を保つ理由は何なのか？また、国定本に近い編纂基準を取りつつも、教材の内容と構成は
独自な基準に従っているというのは具体的に何なのか？これらの問題については未だ十分に解明され
ているとはいえない。
本稿では、上述の問題を解明するために、まず 1937 年以降の戦時下台湾の第四期、第五期初等国
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語教科書を主な分析対象とし、国定本の教材との対照・比較作業を行い、台湾で作成された「台湾人
向け教材」を特定する。その上で、特定された台湾人向け教材について分析を行い、その編纂基準と
教材内容の構成を明らかにしたい。
なお、本稿での教材分類においては、台湾の第四期、第五期初等国語教科書の全ての教材を国定本
の教材と照合し、国定本から取り入れられていない教材を、台湾総督府編修課が作成・編集した「台
湾人向け教材」と定める。また、各期国語教科書の編纂要旨や編纂資料に基づき、教材内容の分類基
準を設定し、教材の分類を行う。
２．第四期『公学校用国語読本』（第一種）4の台湾人向け教材について
２．１ 台湾第四期国語教科書の編纂方針と特徴
第四期の台湾国語教科書について、当時の編修官加藤春城が強調した編纂のポイントは5、児童心
理に従い、台湾語常用の公学校生徒の必要を考え、総合主義によって台湾の風土に合う教材を選択し、
学年順による適切な教材の排列方法を採ることであった。前述したように、台湾第四期の国語読本は
編纂技術の面では国定本に近い編纂手法を取っていた。しかし、巻一の編纂では、台湾は国定本のよ
うに最初から律語を取り入れることがなく、巻頭から全頁の色刷挿絵を提出し、単語から始まる教材
排列法を保留するなど、独自の工夫をすることもあり、学年によって編纂基準が調整されていた。
以下、これらの台湾人向け教材の配分状況や内容構成について考察を進めていきたいと思う。
２．２ 台湾人向け教材の配分状況と内容構成
２．２－１ 配分状況
第四期の台湾国語教科書における台湾人向け教材の配分状況と占める割合は表 2の通りである。第
四期国語教科書にある 312 課の教材中、台湾人向け教材は 230 課あり、73.72％の割合を占めている。
巻一の部分を除くと、73.72 ％（181／261）にものぼる6。
項目 巻数 巻一 巻二 巻三 巻四 巻五 巻六
台湾人向け教材数／総教材数 49／51 26／28 17／23 17／22 14／22 20／24
台湾人向け教材割合 96.08％ 92.86％ 73.91％ 77.27％ 63.64％ 83.34％
項目 巻数 巻七 巻八 巻九 巻十 巻十一 巻十二
台湾人向け教材数／総教材数 16／24 15／24 17／25 12／25 15／22 12／22
台湾人向け教材割合 66.67％ 62.50％ 68.00％ 48.00％ 68.18％ 54.55％
台湾人向け教材総数／総教材数 230／312 台湾人向け教材総割合 73.72％
巻一を除く場合の割合 69.35 ％（181／261）
表 2 台湾第四期国語教科書における台湾人向け教材割合表
表 2によれば、第四期の国語教科書において、台湾人向け教材が占める割合は平均 7割前後であっ
た。また、台湾人向け教材は巻一と巻二に集中しており、巻三以降から減り始めることも見て取れる。
ただ、台湾人向け教材の減少は必ずしも学年の上昇に比例して減っていくのではなく、各巻の教材主
軸の変化によるものであった。例えば巻五での減少は国定本から多数の神話教材を取り入れた結果で
あり、巻六からはまた増加している。巻十の割合が 5割以下に減少したのも、国定本から多数の実学
教材をそのまま採用したからである。全体的として、台湾で作成される教材は低中学年に集中し、高
学年になるとその割合は減るが、それでもなお総教材の半分以上を占めていた。
２．２－２ 教材の内容構成
教材の内容分析について、筆者は編纂要旨や文献に使われている分類項目を参考し、「児童生活・
遊戯と童話教材」、「日本文化・国体・皇室関連教材」、「徳性と公民常識教材」、「生活知識と実学教材」、
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「軍事・戦争教材」、「文学と趣味性教材」等六つの項目を設定した。表 3は台湾第四期国語教科書の
台湾人向け教材の内容による分類結果である。表 4は各種類の教材が占める割合の総計表である。
児童生活・遊戯と童話教材 合計
巻二：運動会、友達、店やごっこ、人形の歌、金太
郎、影絵、よくばりの犬
巻三：1セイチャン、7ヱンソク、8ポチ、9サカナ
ツリ、16 あてもの、17 ラジオたいさう、21
かめのちゑ
巻四：5ままごと、6やぎとおほかみ、16 なぞ、18
さいふ
巻五：7こほろぎ、15 日記
巻六：14 かるた取、17 動物四題、18 母の鏡
巻七：1四年生になって、4身体検査、15 海水浴
26
日本文化・国体・皇室関連教材 合計
巻二：村祭り、新年の行事
巻三：4天長節、5コヒノボリ
巻四：4明治節、17 國語の家、20 ひなまわり
巻 九 ：2神宮参拝、25 みぞれの中に立たせ給ふ
巻 十 ：1明治天皇御製、25 日章旗
巻十一：1富士と桜、3靖国神社参拝
巻十二：1国歌、15 芝山巌
15
徳性と公民常識教材 合計
巻二：道を教える
巻四：3るし長者、8おもり
巻五：18 道ぶしん、19 道しるべ
巻 八 ：21 山田長政
巻 九 ：9野口英世、16 石田梅巌、24 鄭成功
巻十一：10 浜田彌兵衛
巻十二：8奥村五百子
11
軍事／戦争教材 合計
巻四：15 クヮツドウシャシン
巻六：10 モケイ飛行機、11 防空演習、15 松下君の
にいさん
巻 七 ：3追風號、9澳底の御上陸、10 西住大尉、14
電報
巻 八 ：20 新南群島、22 空の奮戦、23 慰問袋
巻 九 ：5日本の兵隊、6興亜奉公の日、22 南支だ
より
巻 十 ：3バイアス湾敵前上陸、19 満州国
巻十一：7我が海軍、9海南島、18 グライダー、19
ドイツの青少年
巻十二：2杉本中佐、12 代用品、13 揚子江、17 南方
を巡って（一）、18 南方を巡って（二）、19
太平洋、21 皇民奉公会
27
生活知識と実学教材 合計
巻二：榕樹、烏秋、木瓜、蜜柑、漁村、ひよこの飼
育、夏の朝、長雨、白鷺、郵便配達
巻三：11 せんたく、12 こがね虫、14 花火、18 せみ、
19 流れ星、20 アリ
巻四：7あひる、9バス、13 えんとつ、14 とけい、19
とこ屋さん
巻五：4大さうぢ、5ヂシン、8しろあり、14 夕立、
20 私ドモノ街、21 子馬
巻六：2稲刈、3ヒマ、6汽車の旅、7山羊、12 火事、
16 動物園、20 煉瓦工場、21 僕の家の窓、24
臺北
巻 七 ：5台湾の果物、 7臺湾、12 燈台、13 茶、17
暴風雨、18 澎湖島へ
巻 八 ：6卸売市場、8米、9盲唖学校、13 電球の話、
16 臺南、17 阿里山だより、18 呉鳳
巻 九 ：8スフの話、11 蓬莱米、12 樟脳、13 神木、
17 沖縄への旅、18 温泉、19 アルミニウム、
23 まぐろ延縄
巻 十 : 10 映画の話、14 放送局、15 くもの物語、16
森林、20 雪国の子供、21 象狩
巻十一：2作業列車、11 博物館、13 天気予報と暴風
警報、14 新高登山、15 臺湾の国立公園
巻十二：11 製糖工場
69
文学と趣味性教材 合計
巻二：稲刈、夕焼け、赤とんぼ、菊の花、はがきを
書く、すもも
巻三：6オタマジャクシ、13 とうぐぁん
巻四：1日本ばれ、21 せんだん
巻五：1朝、2ねむの木、9牛車、13 夏
巻六：1野菊の原、5祭に招く、8青い空、13 みかん
を送る、23 きんもくせん
巻 七 ：6鳳凰木、8出産を知らせる、12 鮎、16 波、
21 バスに乗って
巻 八 ：1秋が来た、11 ゐなかの秋
巻 九 ：1海
巻 十 ：17 伐木、22 釣橋
巻十一：4胡蝶蘭、16 白鷺、21 諺
巻十二：10 俳句
33
表 3 台湾第四期『公学校用国語読本』における台湾人向け教材分類総表
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分類項目 第四期 巻二－六 巻七－十二 合計 各種類教材割合
児童生活・遊戯と童話教材 23 3 26 14.36％
日本文化・国体・皇室関連教材 7 8 15 8.29％
徳性と公民常識教材 5 6 11 6.08％
軍事・戦争教材 4 23 27 14.92％
生活知識と実学教材 36 33 69 38.12％
文学と趣味性教材 19 14 33 18.23％
合計 94 87 181 100.00％
表 4 台湾第四期国語教科書における台灣人向け教材構成表
表 3と表 4によると、第四期教材の中に台湾で作成された教材の数が最も多かったのは「生活知識
と実学教材」であり、その配分は低学年に集中し、台湾の特有産業に関するものが殆どであった。次
の「文学と趣味性教材」が多く作成されたのは、主に台湾人生徒の日本語能力を配慮した結果である。
日常生活では殆ど「土語（台湾で使われる 南方言）」を話す台湾人生徒には、難度の高い文学教材
を国定本からそのまま取り入れて使うのが難点があるため、低学年の童謡から中高学年の韻文や文言
教材などを台湾の編修官たちが国定本の教材を修訂して採用するか、生徒のレベルに合わせて新しく
作成する必要があった。また、「生活知識と実学教材」と「文学と趣味性教材」には、台湾特有の産
業や動植物、風景、生活文化を題材にしたものが最も多かった。
「軍事・戦争教材」と「児童生活・遊戯と童話教材」は第三位と第四位を占めているが、軍事教材
が後半の第四、五、六学年において大幅に増加したのに対し、純粋な児童生活教材は逆になくなって
いく。特に 1937 年以降戦争や政治情勢の影響を受け、台湾独自の教材にも戦争や南方に関連する教
材の数が増える傾向が現れ始めた7。
「日本文化・国体・皇室関連教材」と「徳性と公民常識教材」の教材について、この二種類の教材
は総督府が重視する「国民精神の涵養」に直接繋がるため、従来は国定本からそのまま取り入れるの
を基本とし、台湾で作成されるものは比較的に少なかった。また、「徳性と公民常識教材」について、
前三学年は一般の公民知識が中心であったが、後半は国定本にない人物伝記が殆どである。中でも、
台湾の発展に関係している鄭成功や浜田彌兵衛、外地で功績を挙げている山田長政などの教材が代表
的であった。
３．第五期国民学校用国語教科書における台湾人向け教材
３．１ 第五期国語教科書の編纂方針と特徴
1941（昭和 16）年 3月 1日、内地の国民学校令の発布と共に、台湾総督府は同年の年 3月 26 日に
台湾教育令を改正し、台湾の初等教育も「国民学校令」に依ることとなり、従来の台湾の小学校や公
学校は 1941（昭和 16）年 4月 1日をもって全て「国民学校」に改名された8。それに伴い、台湾でも
新しい第五期国語教科書が編纂されることとなった。
第五期国語教科書は、基本的に国定本の新しい国語教科書体系と編纂の設定を踏まえているが、第
一、二学年の国語教科書タイトルだけは台湾での国語教育の特殊性を配慮し、国定本の『よみかた』
ではなく、『コクゴ』と名づけられた。編纂方針や取材の重心も台湾の都合に合わせて調整されてい
た。国定本では「音声・文字言語」が共に重視されるのに対し、台湾の編纂趣意書では「音声言語」
を優先する方針が強調された。「二号表、三号表の国民学校の音声言語の習熟を図るといふことは、
単に国語指導の責務を果すものであるといふやうな狭小なものでなく、実に国民学校教育の徹底を期
する上に重要なことである。この点に鑑み本島に於いては夙に音声言語指導を重視し（下線は陳、以
下同）」ており、台湾の「学齢児童の多くが今尚家庭なり社会なりから国語を学ぶ機会が少なく国語
としての語彙、表現様式を殆どもたないといつてよい。かやうな児童に対し皇国民錬成を目標として、
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入学当初から国語科はもとよりすべての学習を国語を以つて行つてゐるのであるから、音声言語指導
が文字言語指導に先んじて行はるべき理由が更に加はるのである」とある9。そのため、初学年では
話し方の教授に有効な会話教材や全頁挿絵だけの教材を増やし、『こくご三』と『こくご四』になる
と、独自に文末に新出単語を載せ、台本式の教材を加えるなどしていた。
編纂趣旨書において、台湾総督府は具体的な採択基準について、「国民性の理解、国民精神の涵
養」や「国体の優秀性と我が国の世界的地位を知らせ」、「国民科修身と相俟って、新体制に即し、億
兆一心の皇民生活を実践せしむる」などの要点を挙げている。それ以外にも、「本島の自然美を教材
として選択する場合に於いても、我が国民的趣味によって、これを取扱うやう考慮」し、「南支、南
洋に関する教材、本島の特殊産業に関する教材に遺漏なきやう注意する」と強調し、戦時下の台湾だ
からこそ必要な教材を取り入れるべきことを明示している10。
３．２ 台湾人向け教材の配分状況と内容構成
３．２－１ 配分状況
表 5は各巻における台湾人向け教材の配分状況と割合である。台湾の第五期国語教科書について、
総教材数 292 課の中、台湾で独自に作成されたと思われる台湾人向け教材は 207 課ある。全体の割合
は 70.90％であるが、巻一を除くと 66.26 ％（163／246）になる。
項目
巻数 コクゴ一 コクゴ二 こくご三 こくご四 初等科国語一
初等科
国語二
台湾人向け教材数／総教材数 44／46 22／28 18／22 17／22 16／24 18／24
台湾人向け教材割合 95.65％ 78.57％ 81.82％ 77.27％ 66.67％ 75.00％
項目
巻数 初等科
国語三
初等科
国語四
初等科
国語五
初等科
国語六
初等科
国語七
初等科
国語八
台湾人向け教材数／総教材数 19／24 14／24 13／19 6／19 10／20 10／20
台湾人向け教材割合 79.17％ 58.33％ 68.42％ 31.58％ 50.00％ 50.00％
台湾人向け教材総数／総教材数 207／292 台湾人向け教材総割合 70.90％
コクゴ一を除く場合の割合 66.26 ％（163／246）
表 5 台湾第五期国語教科書における台湾人向け教材割合表
表 5の結果によれば、『コクゴ』一は第四期と同じように、9割以上の教材が台湾で作られていた
が、『コクゴ』二では、その割合は 78.57％へと低下している。従来は第一学年において台湾独自の
教材で日本語の基礎を教え、その後国定本からの教材を徐々に増やす方針であったが、第五期では、
はやくも第一学年後半の『コクゴ』二から国定本教材の採用率を上げるようになった。このような変
化も、台湾人生徒への日本語教育のスピードが上げられたことを示している。
また、第五期国語教科書の編修は 1942（昭和 17）年から 1944（昭和 19）年の短い期間に行われ
た。そのため、第四期の教材をそのまま引継ぐ場合や国定本教材が採用されることも多かったが、新
しく作成された教材も少なくなかった。表 5では反映されていなかったが、第四期と第五期の台湾人
向け教材に関しては、第四期（76.09％）に比べたら、第五期（62.80％）の新教材割合は減少したが、
共に新教材の割合が高かったのである。
３．２－２ 台湾人向け教材の内容構成
表 6は第五期の台湾人向け教材を分類項目によって分類した結果である11。表 7は分類した結果を
基にまとめた割合表である。表 6と表 7の分析結果を見てみると、「軍事・戦争教材」、「児童生活・
遊戯と童話教材」と「生活知識と実学教材」三種類の教材が第五期国語教科書の中心教材となってい
ることが分かる。そのほかに教材数が増加したのは「日本文化・国体・皇室関連教材」であり、減少
したのは「徳性と公民常識教材」と「文学と趣味性教材」である。
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表 6 台湾第五期国民学校国民科国語教科書における台湾人向け教材分類総表
児童生活・遊戯と童話教材 合計
コクゴ二：イネカリ、オウチウ、大ダマ送リ、ウサ
ギ、ニチエウ日、ヒヨコ、家畜、朝、買
物ゴッコ、オツカヒ、ブタノコ、ガクカ
ウゴッコ
こくご三：1二年生、2セイチャン、11 センタク、12
せみ、13 とうぐわん、14 雲、15 さかな
つり、21 さる
こくご四：1ゐなかの朝、5麥、6ぺたこ、9おもり、
12 池の鯉、14 いとこ、15 えんとつ
初 等 一 ：2ぺたこのなき声、3 ぼくらの花壇、16
あらし、17 日記
初 等 二 ：3稲刈、8いもほり、21 田植
初等三：2濱べの遊び、12 夏の日ざかり、13 海水浴
37
日本文化・国体・皇室関連教材 合計
コクゴ二：オ正月来イ、オ正月
こくご三：5コヒノボリ、6カヘル、8すまふ、9お
ついたちの朝
こくご四：4明治節、21 ひな祭り
初 等 一 ：19 国語の家
初 等 二 ：2八咫烏と金の鵄、4お祭
初等三：1朝の参拝、9護国神社、18 八幡太郎
初等四：17 紀元節の朝
初等六：19 みぞれの中に立たせたまふ
初等七：5大和路の春、10 国歌、13 新高登山 19
徳性と公民常識教材 合計
コクゴ二：ミチアンナイ、ヤクバヘ
こくご四：19 おばあさんの国語、20 おばあさん
初等四：24 山田長政
初等五：17 サヨンの鐘、19 浜田彌兵衛 11
軍事・戦争教材 合計
コクゴ二：カミシバヰ
こくご三：17 ひかうき、18 ぐんよう犬
こくご四：18 えいぐゎ会
初 等 一 ：4にいさんの勲章、18 大神のお使、22 う
ちの子馬
初 等 二 ：11 もけい飛行機、15 じゃう会
初等三：10 澳底の御上陸、17 追風号、19 広東から、
21 防空訓練、24 西住大尉
初等四：3さんご島、8志願兵訓練所から、12 小さ
い伝令使、18 マニラから、21 らくかさん部
隊、23 南をさして
初等五：1大東亜、9艦橋の英姿、10 少年工から、13
滑空訓練、16 赤道越えて、18 日本の兵隊
初等六：7満州国、18 サイゴンから昭南へ
初等七：4靖国神社参拝、7空の軍神、9山本元帥の
国葬、16 わが海軍
初等八：3体錬の歌、5長江の流れ、7鉄鯨の奮戦、
8パゴダ国、12 北辺の護り、13 杉本中佐、
16 ブキテマの会見、20 皇民奉公会
27
生活知識と実学教材 合計
コクゴ二：クワイランバン、陸海乗物
こくご三：16 カアレン
こくご四：13 しゃしん、17 市場行
初 等 一 ：5東京のねえさんから、8大さうぢ、9白
あり、13 ぢしん、14 私の街
初 等 二 ：5京都のをぢいさんから、7動物園、13
うちのみかん、14 柱ごよみ、16 ひま、17
かいぼり、18 山羊、22 ぼくの家の窓、24
臺北
初等三：3航海の話、4高雄、5茶つみ、11 東臺湾、
16 汽車の旅、22 火事
初等四：1黒潮、2れふ船、11 標語、19 綿、22 石油
の話
初等五：7樟脳、12 アルミニューム、15 まぐろ延縄
初等六：10 伐木、11 代用品
初等七：18 蓬莱米
初等八：4炭坑、10 製糖工場
38
文学と趣味性教材 合計
コクゴ二：ヱンソク、白サギ、砂山
こくご三：7おたまじゃくし、19 ねんどざいく、20
お月さま
こくご四：2日本ばれ、8なぞ、16 くも
初 等 一 ：1春の朝、12 山の上、15 夕立の後
初 等 二 ：1秋、9かんしゃ畑
初等三：8鳳凰木、23 バスはゆれつつ
初等四：6秋の空
初等五：6諺、11 釣橋
初等六：13 雪国の子供初等七：3胡蝶蘭、14 神木 33
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表 7 台湾第五期国語教科書における台湾人向け教材構成表
「生活知識と実学教材」は第四期の 38.12％から第五期の 23.31％へと減少傾向を見せたのに対し、
「軍事・戦争教材」は第四期の 14.92％（三位）から第五期の 24.54％（一位）に急増した。第五期国
語教科書には、国定本から多数の戦記物語や陸軍指定の軍事教材がそのまま採用された以外、台湾の
編修課においても大量の海軍や南洋・南支関連教材が作られていたため、軍事教材の割合が大幅に増
加した。「児童生活・遊戯と童話教材」が増えたのは、前述した台湾の低学年で「音声言語」を優先
する方針による結果であり、特に台湾特有の生活風景を題材にした内容や会話式教材がその殆どで
あった。
４．おわりに
本稿では、1937 年以降の台湾国語教科書において作成された台湾人向け教材の分析を行ってきた。
各項目の分析と比較の結果からは、台湾各巻の国語教科書の教材内容や構成において、国定本と同じ
教材が全体の五割を越えて採用されることなく、殆ど台湾総督府編修課が編集したものであった12。
台湾人向け教材は第四期と第五期ともに約全教材の 7割を占めており、主に低中学年段階に集中して
いる。教材の内容に関しては、第四期と第五期ともに生活知識や実学教材が多く、台湾特有の物産や
動植物、産業が主な内容であったが、第五期では軍事教材の教材数が実学教材を上回り、低学年にお
いても台湾編修課が作成した児童生活・遊戯教材が第四期より増加した。
台湾の編修課において教材が作成される場合、戦争に伴う社会情勢の変化以外に、「台湾社会の現
状」、「台湾生徒の日本語能力」や「植民地台湾の立場と任務」が考慮される傾向が強かったことが分
かる。特に大東亜共栄圏の理念が全面的に打ち出された 1942（昭和 17）年以降、台湾の編修課は、
今後台湾は新領地の良き範例として、南方占領地での国語教育推進に重要な役割を担っていくとの自
負と自覚を持つようになっていった。それに伴い、教材の選択基準も「植民地台湾の立場」の変化に
対応して調整されることとなったのである13。このように、台湾の初等国語教科書における台湾人向
け教材の重心は第四期の「実学知識」から、第五期の「軍事・南方関連教材」へと変更された。特に
第五期の中・高学年段階では、歴史、科学知識、文学や古典の教材も取り入れられてはいるものの、
皇国民精神の涵養に結び付けられるものが殆どであり、ほかの部分は南洋、南支の戦争や軍事教材に
埋め尽くされることとなった。国定本からも直接「戦争・軍事」に関わるものが取り入れられていた
が、一部は台湾現地の制度に合わせて新しく編輯されていた。例えば、軍隊に関する「志願兵」や「少
年訓練所から」などの教材がそうである。また、南支・南洋に関連する教材も台湾で作られたものが
多い。
台湾編修課が公表した編纂要旨などの資料では、生徒に親近感を感じさせるような教材で「日本語
を習得させる」ことが目指されるべきであり、そのために国語教科書の独自性が保たれるべきである
と主張されていた。しかし、本稿において明らかにした台湾人向け教材の構成と変化からは、このよ
うな方針によって編修されたと言えるのは第四期、第五期ともに低学年の教科書だけであった。それ
以降の実学教材や軍事教材、南方教材は、日本語を習得させるより、戦争に伴う日本政府が「南進基
分類項目 第五期 コクゴ二―四 初等科国語 合計 各種類教材割合
児童生活・遊戯と童話教材 27 10 37 22.70％
日本文化・国体・皇室関連教材 8 11 19 11.66％
徳性と公民常識教材 4 3 7 4.29％
軍事・戦争教材 4 36 40 24.54％
生活知識と実学教材 5 33 38 23.31％
文学と趣味性教材 9 13 22 13.50％
合計 57 106 163 100.00％
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地」である植民地台湾に対する要求に応じるような内容が盛り込まれていた。台湾人向け教材が持つ
「独自性」というのは、「台湾人生徒に日本語を習得させる」ため以外に、「日本政府の台湾への特殊
な必要に応じる」ためにも不可欠なものでもあったのである。
今回は台湾の国語教科書の中に収録された「台湾人向け教材」を中心に考察を行ったため、国定本
からの教材との比較や、担当編集者たちの主張とその影響を解明することまでは手を伸ばすことが出
来なかった。今後は更に論の幅を広げ、国定本教材との関連性について分析を行い、植民地統治下台
湾の国語教科書編纂の仕組みをさらに明らかにしていきたいと思う。
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A Study of Elementary Language Textbooks in Colonial Taiwan
－the made-in-Taiwan materials 1937-1945－
Hung Wen CHEN
The primary purpose of this study is to explore the made-in-Taiwan materials of language textbooks
used in public elementary school in colonial Taiwan 1937-1945. First, we found that 70％ percentage of
the material found in Taiwanese textbooks was “made in Taiwan”. The materials are concentrated in
grades 1-3 and they are mostly related to science and practical skills, texts for ordinary language
teaching, or military-related materials（especially South Seas related and China related）. However, even
though the quantity of made-in-Taiwan material outweighs the imported material by a significant margin,
it is still based on Japanese colonial policy. By examining the nature of this material, we examine how the
made-in-Taiwan material was intended to fulfill Japanese government policy, particularly militarypolicy,
and show how ideological control of language textbooks was enforced.
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